第一回　きららな街をつくる会　石鹸講習会　
主催＊きららな街をつくる会　
シネマストリートプロジェクト議事・記録　古舘順一
　　　　　　　　　　　　2005年3月28日　13：30からプラザおでって　生活アトリエにて　16名参加

講師＊県漁連　指導部　振興課係長　川崎光博　様
　　　　　　　　　＊
　今回の勉強会にお忙しい中、ご参加いただきありがとうございました。　川崎さんの講演は、私の身の回りのものに対しての知見が変わるものでした。また、積極的な質疑応答や意見交換を通し、これからのきらら石鹸プロジェクトの今後に繋がるとても有意義な講習会になりました。　今後とも、このような会を作り、多くの方々に知っていただく機会を増やしていきたいと考えています。まだ私自身、未熟者ではございますが、今後ともご協力のほどを賜りますよう、お願い申し上げます。　　　　　　　鈴村圭史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

講演：合成洗剤の有害性と石鹸の有利性
質問(Ｑ)　染毛剤の頭皮への影響は？
回答(Ａ)：髪を染めるために使われる界面活性剤は非常に多いために、もちろん危ないです（シャンプーと同じように影響は大きい。しっかりしていると骨まで染まるらしいです。）
Q:ＥＭはほんとにいいものだろうか？

A:微妙。人間にとって都合のよい菌を集めているために、家庭レベル、商店レベルでは、生態系に戻すことができるが、大規模に海に何トンも放流する等は生態系を変えてしまう可能性があるので危険。（少量なら効果はいいはず。悪影響は確認されていない。）
Q:せっけんを使った洗剤がどこで売っているのかわからないですが…。

A:近くだとカワトク壱番館、スーパーセンターみたけで売っています。値は張りますが環境に優しいブランド商品として見て欲しい。

Q:廃油から作った石鹸はどうでしょう？
A:グリセリンが抜けていないので皮膚に直接触れるものの洗濯や、衣類等に残るとちょっと嫌ですね(黄ばみとか)。ズック、運動靴、靴下なんかにはいいと思いますが。

　廃油から作るのは子どもたちとの学習には大きな効果なのでそれをやっています。石鹸のよさを知ってもらうには、子どもだけでなく地域の人の理解を求めることが第一。石鹸に関する知識をみんなに少しずつ広めていくことも進めていきたいですね。
Q:知らない、というのが問題だと思いますが？
A:私を呼んでください！どこへでも後援に参ります。
Q:香料が強すぎた気がしましたが？
A:天然の香料を使っていますので、しだいに匂いは薄れていくはずですし、衣服には匂いが残りません。
意見交換まとめ
◎”知る”ことをどうするか。廃油石鹸プロジェクトの今後。
・川崎さんを呼んで、講習会を頻繁にすることで合成洗剤と、石鹸のことをいろんな人に知ってもらう
· まず、試験的に作ってみては？

どれくらいのコスト、成分比較検討、使用感等を、試すためにヒソップ工房に依頼し試験的につくってみては。それを試供品（あるいは販促品）としてきららプロジェクト協賛のお店に置いてもらう。ブックレットを添える。認知度をあげることもできるのでは。

· 肴町、大通、駅前で子どもたちを対象にした、石鹸学習イベントをしては？

子どもたちを呼ぶことでその親御さんたちも集まり、親と子ども両方から石鹸使用の重要性を訴えられる。
· 廃油石鹸の可能性を狭めるには時期尚早では？
石鹸と、廃油石鹸の比較、石鹸メーカへのリスニングを通し、廃油石鹸の質を向上させること（家庭用として使うことができる水準をクリアすること）もできると思う。（例：グリセリンの除去、匂いの問題）これからもゆっくり調査を続けたほうがよい。
川崎さんの意見。

· 生き物の実験は、効果的ではないか。
· 衣料から有害物質が溶け出すことはあまりないが、毎日洗うものなのでやはり心配

· （合成洗剤の有害性は）普段は目に見えないから余計怖い

· 上の人間にも知らない人は多い。広げるためには上に頼るだけではなく下からでも動けば手を貸してもらえることもある。

· “値段が高い”というだけで遠ざかるのではなく、知識としてでも消費者にいれておいてほしい。そうすれば、のちのちの購買に繋がる。
· 子どもから親に教えることもある。

· とにかくきっかけを作ったほうがいい。
まとめ

①認知度をあげること　せっけんへの認知度を上げるフライヤー製作、子どもを交えたせっけんイベント開催、盛岡市内で川崎さんをお呼びしての講習会が考えられる。

②調査すること　廃油石鹸と市販のせっけんとの成分比較。さらに石鹸メーカへどのようにグリセリンを除去しているのかを聞く。さらにそれをどのように自分たちのプロジェクトで工程化するかを討議し、廃油石鹸での家庭用洗剤の可能性を模索する。（③つくってみること　上記した試験的な廃油石鹸の製作）

①と②を同時進行で進めながら、③へシフトしていければいいのではないでしょうか。

連絡先　盛岡市中央通り1-11-21ブランカフェフリースペース04兼シネマストリートプロジェクト事務局
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